
「
忠
快
赦
免
膏
」

考

は
じ
め
に

平
家
一
門
の
中
で
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
の
後
ま
で
も
生
き
長
ら

え
た
人
物
に
、
小
川
法
印
と
称
さ
れ
た
天
台
僧
忠
快
(
一
一
五
九

1

一
二
二
七
)
が
い
る
。
忠
伏
は
、
平
教
盛
の
息
で
、
清
盛
の
甥
に
あ

た
る
。
い
ま
『
園
史
大
辞
典
』
よ
り
そ
の
事
跡
を
抄
出
す
れ
ば
、
壇

ノ
浦
で
生
虜
と
な
り
、
伊
豆
配
流
の
後
、
許
さ
れ
て
帰
格
。
台
密
穴

太
流
の
契
中
に
謹
頂
を
受
け
、
台
密
小
川
流
の
祖
と
な
る
。
源
家
将

軍
の
知
過
を
得
て
た
び
た
び
東
下
、
実
朝
の
頃
に
は
幕
府
祈
祷
僧
と

し
て
鎌
倉
で
活
躍
す
る
。
六
十
九
歳
で
没
、
時
に
法
印
権
大
僧
都
で

あ
っ
た
。

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
か
ら
忠
快
の
名
を
拾
え
ば
、
巻
七
「
一
門

都
落
」
で
、
都
落
ち
の
人
々
の
中
に
「
中
納
言
律
師
仲
快
」
、
巻
十

一
「
内
侍
所
都
入
」
で
、
生
け
捕
り
の
人
々
の
中
に
「
中
納
言
律
師

仲
快
」
の
名
が
あ
り
、
巻
十
二
「
平
大
納
言
被
流
」
で
は
、
「
平
家

橋

本

正

俊

の
余
覚
の
都
に
あ
る
を
、
国
々
へ
つ
か
は
さ
る
べ
き
よ
し
、
鎌
倉
殿

よ
り
公
家
へ
申
さ
れ
た
り
け
れ
ば
(
中
略
)
中
納
言
律
師
忠
快
、
武

蔵
固
と
ぞ
き
こ
え
し
」
と
武
蔵
固
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
忠
快
の
配
流
先
は
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
よ
り
異
同
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
い
ま
は
そ
の
こ
と
に
触
れ
な
い
。

さ
て
、
忠
快
の
逸
話
は
、
説
話
集
な
ど
に
い
く
つ
か
知
ら
れ
る
。

中
で
も
最
も
知
ら
れ
た
も
の
は
、
配
流
先
で
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
助
命
さ
れ
、
赦
免
さ
れ
た
と
い
う
説
話
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説

話
を
以
下
「
忠
伏
赦
免
需
」
と
称
す
る
。
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
う

ち
、
覚
一
本
で
は
配
流
後
の
忠
快
の
こ
と
は
一
切
語
ら
れ
な
い
け
れ

ど
も
、
延
慶
本
や
『
源
平
盛
衰
記
』
(
以
下
、
盛
衰
記
と
略
す
る
)

で
は
、
こ
の
赦
免
謂
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
近
年
、
忠
快
赦
免

曹
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
成
立
の
『
忠
快
律
師
物
語
』
に
つ
い
て

の
川
鶴
進
一
氏
の
研
究

5
や
、
盛
衰
記
に
お
け
る
捕
か
れ
方
に
着

目
し
た
辻
本
恭
子
氏
の
研
究

3
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
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研
究
と
は
視
点
を
変
え
、
主
に
忠
快
赦
免
曹
の
話
型
に
着
目
し
て
考

察
を
加
え
た
い
。

忠
快
赦
免
諦
の
比
較

忠
快
赦
免
需
が
語
る
よ
う
な
、
忠
快
の
斬
首
の
決
定
、
あ
る
い
は

そ
の
助
命
に
至
る
事
実
は
、
歴
史
資
料
で
は
確
認
さ
れ
な
い
。
た
だ

し
、
日
下
力
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
吾
妻
鏡
』
『
玉
葉
』
に
は
、

後
白
河
法
皇
か
ら
頼
朝
に
、
夢
想
に
よ
り
流
人
の
赦
免
を
促
す
旨
の

相
談
が
あ
り
、
忠
快
ら
平
家
の
僧
侶
が
赦
免
さ
れ
た
こ
と
や
、
頼
朝

が
上
格
の
帰
途
に
忠
快
ら
を
同
伴
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
忠
快
を
は

じ
め
と
す
る
「
平
氏
僧
侶
に
特
別
な
配
慮
が
払
わ
れ
た
」
こ
と
が
う

か
が
え
る
言
。
ま
た
、
忠
快
は
台
密
の
E
統
を
継
承
し
た
学
匠
で

も
あ
り
、
特
に
三
代
将
軍
実
朝
の
時
に
は
、
し
ば
し
ば
将
軍
家
の
た

め
に
台
密
修
法
を
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

E
。
お
そ
ら

く
は
、
平
家
一
円
で
あ
り
な
が
ら
後
に
法
印
権
大
僧
都
に
ま
で
上
り
、

こ
の
よ
う
に
将
軍
家
の
帰
依
ま
で
受
け
た
こ
と
が
、
人
々
の
関
心
を

呼
ぴ
、
そ
の
血
流
と
赦
免
を
め
ぐ
る
説
話
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

で
は
、
忠
快
赦
免
爵
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
は
じ
め
に
、

延
慶
本
第
六
末
「
阿
波
民
部
・
中
納
言
忠
快
之
事
」
に
描
か
れ
る
赦

免
習
を
引
用
す
る
。

門
脇
中
納
言
ノ
御
子
ニ
、
中
納
言
律
師
忠
快
ト
申
ケ
ル
ヲ
バ
、

鎌
倉
へ
召
下
テ
武
蔵
ニ
預
ケ
置
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
是
ヲ
パ
、
僧

ナ
レ
パ
宥
メ
ラ
ル
ベ
キ
由
恩
給
ケ
ル
ガ
、
能
々
恩
ニ
、
「
惣
テ

平
家
ノ
一
門
ニ
ハ
、
門
脇
中
納
言
ノ
子
共
ニ
過
テ
恐
シ
キ
者
ハ

ナ
シ
。
越
前
三
位
ヨ
リ
始
テ
、
能
整
守
ト
云
、
大
夫
業
盛
ト
云
、

何
モ
/
¥
愚
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
サ
レ
パ
僧
ナ
リ
ト
モ
、
恩
ヒ
不
ν

可
ν
許
」
ト
テ
、
「
ト
ク
ノ
¥
切
ベ
シ
」
ト
被
ν
仰
タ
リ
ケ
ル
ニ
、

巳
=
明
日
可
ν
切
夜
半
計
ニ
、
御
長
八
尺
計
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル

大
日
ノ
、
白
キ
御
杖
ノ
御
長
ト
等
キ
ガ
、
末
ハ
フ
タ
マ
タ
ナ
ル

ヲ
モ
テ
、
源
二
位
ノ
頚
ヲ
打
ド
ツ
カ
へ
テ
、
片
方
ノ
御
足
ニ
テ

ハ
胸
ヲ
フ
マ
へ
サ
セ
給
テ
、
「
何
ニ
汝
ハ
忠
快
ガ
頚
ヲ
パ
切
ム

ト
ハ
ス
ル
ゾ
。
忠
快
ガ
頚
ヲ
切
ハ
、
即
我
頚
ヲ
切
ニ
コ
ソ
。
忠

快
ガ
頚
ヲ
切
程
ナ
ラ
パ
、
只
今
汝
ヲ
パ
ツ
キ
殺
ム
ズ
ル
ゾ
」
ト

有
レ
仰
テ
、
打
ド
ツ
カ
へ
テ
渡
セ
給
ケ
レ
パ
、
手
ヲ
合
テ
、
「
助

サ
セ
給
候
へ
。
忠
快
ヲ
パ
宥
シ
候
ハ
ン
」
ト
被
レ
申
ケ
レ
パ
、

指
ハ
ヅ
シ
テ
ノ
カ
セ
給
ト
御
覧
ジ
テ
、
打
驚
給
タ
リ
ケ
レ
パ
、

身
ヨ
リ
汗
ヵ
、
セ
給
、
ク
ル
シ
キ
事
限
ナ
シ
。
(
中
略
。
頼

朝
、
忠
快
の
斬
首
を
取
り
止
め
使
者
を
遣
わ
す
)
・
・
・
ゲ
ニ
モ
預

ノ
者
、
忠
快
ヲ
パ
夜
曙
パ
切
奉
ム
ト
テ
、
暁
=
成
ケ
レ
パ
、
出

立
セ
奉
日
、
物
マ
イ
ラ
セ
ナ
ン
ド
シ
テ
、
夜
明
ケ
ケ
レ
パ
、
御

輿
指
寄
テ
乗
セ
奉
ト
シ
ケ
ル
処
=
、
御
使
三
人
馳
付
テ
、
「
中

納
言
律
師
御
房
相
グ
シ
進
テ
、
鎌
倉
へ
可
ν
被
ν
参
」
ト
ゾ
申
ケ
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ル
。
是
ニ
付
テ
号
、
忠
伏
ハ
、
「
イ
ト
マ
何
ナ
ル
目
=
合
ム
ズ

ル
ヤ
ラ
ン
」
ト
悲
ゾ
覚
シ
ケ
ル
。
先
=
馳
付
夕
日
ケ
ル
者
ハ
三

人
有
ケ
ル
ガ
、
百
町
ヅ
、
ノ
御
恩
ヲ
ゾ
蒙
日
ケ
ル
。

相
具
奉
テ
鎌
倉
へ
参
夕
日
ケ
レ
パ
、
持
仏
堂
へ
入
レ
奉
テ
、
源

二
位
イ
カ
ケ
シ
給
テ
、
急
ギ
対
面
有
テ
、
「
抑
御
房
ハ
何
ノ
法

ヲ
カ
学
セ
サ
セ
給
テ
候
。
本
尊
ヲ
パ
何
ヲ
崇
メ
マ
ヒ
ラ
セ
ラ
レ

候
哉
ラ
ン
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
、
「
甲
斐
/
¥
敷
、
何
ノ
宗
ヲ
学

シ
タ
ル
事
モ
候
ワ
ズ
。
必
ズ
何
ノ
本
尊
ヲ
崇
メ
マ
ヒ
ラ
ス
ル
事

モ
候
ロ
ズ
」
ト
被
ν
申
ケ
レ
パ
、
「
偏
頗
ナ
被
ν
仰
候
ソ
。
如
何

様
モ
御
一
一
民
ハ
仏
法
ニ
通
ジ
給
へ
ル
人
=
テ
渡
セ
給
ト
覚
へ
候
。

只
有
ノ
マ
、
ニ
仰
候
へ
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
、
「
密
宗
ヲ
コ
ソ
心

ノ
及
所
ハ
学
テ
候
へ
。
其
=
取
テ
ハ
、
大
日
ヲ
本
尊
ト
崇
メ
奉

ル
候
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
、
「
サ
候
へ
パ
コ
ソ
。
少
モ
疑
心
候
ワ

ズ
」
ト
テ
、
夢
想
ノ
様
細
々
ト
語
日
給
テ
、
「
御
房
ニ
過
給
タ

ル
仏
、
渡
セ
給
候
ハ
ズ
。
御
一
一
房
=
過
タ
ル
祈
ノ
師
、
渡
セ
給
マ

ジ
。
頼
朝
ニ
モ
御
意
趣
恩
食
ベ
カ
ラ
ズ
。
今
生
後
生
、
酒
ミ
マ

ヒ
ラ
セ
候
ハ
ン
。
是
ニ
住
セ
給
ハ
ン
ト
モ
、
京
へ
上
セ
給
ハ
ン

ト
モ
、
御
心
ニ
任
セ
マ
ヒ
ラ
セ
候
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
、
「
其
儀

ニ
テ
候
者
、
本
住
剛
タ
ル
処
ニ
テ
候
へ
パ
、
京
へ
上
ラ
ム
ト
コ

y
恩
候
へ
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
、
「
ト
ク
/
¥
上
セ
給
へ
」
ト
テ
、

究
責
ノ
所
領
七
八
所
奉
テ
、
京
へ
送
日
被
ν
奉
ケ
リ
。
小
河
ノ

法
眼
ト
テ
、
平
家
ノ
信
物
=
テ
ゾ
オ
ハ
シ
ケ
ル
。

頼
朝
(
源
二
位
)
は
迷
い
な
が
ら
も
忠
快
を
斬
刑
に
処
す
る
こ
と
を

決
断
す
る
。
と
こ
ろ
が
刑
を
執
行
す
る
前
の
晩
、
頼
朝
の
夢
に
大
日

如
来
が
現
れ
、
頼
朝
を
踏
み
つ
け
な
が
ら
「
忠
快
を
斬
る
こ
と
は
我

(
大
日
)
を
斬
る
こ
と
だ
」
と
戒
め
る
。
頼
朝
は
慌
て
て
使
者
を
遣

わ
し
、
斬
首
の
直
前
に
忠
快
は
助
か
る
。
頼
朝
に
召
さ
れ
た
忠
快
は

日
頃
大
日
を
本
尊
と
し
て
い
る
こ
と
を
語
り
、
得
心
し
た
頼
朝
は
所

領
を
与
え
て
忠
快
を
都
に
婦
ら
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
忠
快
の
赦
免

を
大
日
如
来
の
霊
験
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

続
い
て
、
盛
衰
記
巻
第
四
十
六
「
南
都
御
幸
大
仏
開
眼
附
時
忠
流

罪
忠
快
免
事
」
の
赦
免
謂
を
見
て
み
る
。

門
脇
中
納
言
教
盛
卿
ノ
子
息
、
中
納
言
律
師
忠
快
モ
、
配
所
ヲ

飛
騨
園
ニ
定
ラ
レ
テ
、
検
非
違
使
久
世
ガ
許
ニ
被
ニ
預
置
一
夕
日

ケ
ル
ェ
、
自
ニ
鎌
倉
源
二
位
家
一
関
東
へ
下
給
ベ
シ
ト
テ
、
袖
カ

サ
タ
ル
四
方
輿
ニ
、
力
者
十
二
人
、
井
ニ
道
ノ
用
心
ニ
ト
テ
、

兵
士
ア
マ
タ
被
ν
上
夕
日
。
(
中
略
)
・
・
・

既
ニ
鎌
倉
ニ
下
著
シ
テ
、
角
ト
申
入
タ
リ
ケ
レ
パ
、
二
位
殿
急

見
参
シ
テ
宣
ケ
ル
ハ
、
「
先
御
下
向
悦
存
侍
。
抑
御
本
尊
=
、

地
蔵
菩
薩
ヤ
安
置
シ
給
へ
ル
」
ト
被
ν
問
ケ
リ
。
律
師
「
サ
ル

事
候
」
ト
答
。
「
其
本
尊
片
手
ヤ
折
給
へ
ル
」
ト
宣
へ
パ
、
「
御

手
ノ
折
サ
セ
給
へ
ル
ト
ハ
不
ν
覚
。
奉
二
久
納
二
盗
ニ
不
ν
奉
ν

拝
。
即
コ
レ
=
持
テ
奉
レ
リ
」
ト
テ
、
錦
ノ
御
舎
利
袋
ヨ
リ
、

以
二
紫
檀
一
造
テ
、
以
二
金
銀
一
カ
ザ
リ
タ
ル
厨
子
ヲ
取
出
テ
、
御
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戸
ヲ
開
テ
拝
マ
セ
奉
給
へ
パ
、
仏
ノ
在
厳
心
モ
調
モ
不
ν
及。

璃
瑠
ノ
地
盤
ニ
、
紺
瑠
璃
ヲ
以
テ
伽
羅
陀
山
ヲ
夕
、
ミ
、
水
品

ノ
花
実
ニ
、
琉
硝
ノ
蓮
華
ヲ
葺
ケ
リ
。
其
上
二
三
寸
ノ
地
蔵
菩

薩
ヲ
安
置
セ
リ
。
右
ニ
黄
金
ノ
錫
杖
ヲ
突
、
左
ニ
ー
如
意
宝
珠
ヲ

持
給
へ
ル
ガ
、
ウ
デ
ク
ピ
折
懸
日
テ
ゾ
御
坐
ケ
ル
。

二
位
殿
奉
ν
拝
ν
之
、
ハ
~
ウ
マ
ワ
¥
ト
涙
ヲ
流
シ
、
五
体
ヲ
投
一
一
入

地
-
礼
給
フ
。
因
幡
守
弘
基
ヲ
召
テ
、
「
厳
重
殊
勝
ノ
御
仏
、

拝
給
へ
」
ト
被
ν
仰
ケ
レ
パ
広
元
同
拝
ヲ
ナ
ス
処
=
、
二
位
殿

物
語
ニ
宣
夕
、
「
去
比
有
ν
蒙
二
霊
夢
一
、
錫
杖
ツ
キ
タ
ル
貴
僧
ノ

容
貌
ウ
ツ
ク
シ
キ
ガ
、
我
枕
上
ニ
立
給
テ
、
『
平
家
門
脇
中
納

言
ノ
子
息
、
律
師
忠
快
ト
申
ヲ
パ
、
此
僧
=
免
シ
給
へ
カ
シ
。

年
来
深
タ
我
ヲ
相
想
メ
ル
僧
ニ
侍
。
不
便
ニ
覚
ユ
』
ト
被
レ
仰

シ
ヲ
、
夢
ノ
心
地
ニ
、
此
御
房
ハ
地
蔵
ヨ
ナ
ト
意
得
タ
リ
シ
カ

パ
、
『
承
候
ヌ
』
ト
申
聞
給
。
『
返
々
本
意
也
』
ト
テ
御
飾
ツ

タ
ロ
ハ
セ
給
ガ
、
左
ノ
御
手
ノ
折
給
へ
ル
ヲ
ヨ
ニ
痛
気
ニ
セ
サ

セ
給
ト
奉
ν
見
聞
ニ
、
『
ア
ノ
御
手
ハ
イ
カ
ニ
』
ト
問
申
セ
パ
、

『
西
海
ノ
船
ニ
テ
、
忠
快
ヲ
助
ケ
乗
セ
ン
ト
セ
シ
時
=
、
左
ノ

手
ヲ
誤
リ
テ
』
ト
仰
ス
ト
蒙
二
示
現
一
。
末
代
ナ
レ
共
加
様
=
威

験
ノ
御
坐
シ
ケ
ル
御
信
心
ノ
程
コ
ソ
目
出
貴
ケ
レ
」
ト
宣
ヘ
パ
、

広
元
モ
感
涙
ヲ
流
シ
テ
、
「
難
ν
有
御
事
=
コ

y
」
ト
申
ケ
リ
。

.
(
中
略
。
忠
快
、
西
海
に
て
一
人
の
僧
に
助
け
ら
れ
た
時
、

僧
が
左
腕
を
痛
め
た
こ
と
を
語
る
)
:
二
位
殿
モ
イ
ト
マ
帰
依

ノ
涙
ヲ
流
シ
給
。
二
位
家
ノ
北
方
モ
、
簾
中
ニ
シ
テ
聞
ν
之
拝

給
。
信
心
徹
ニ
骨
髄
一
、
衣
小
袖
ヲ
取
出
シ
テ
、
殊
更
供
養
有
ケ

レ
パ
、
女
房
達
モ
取
渡
々
々
奉
ν
拝
、
小
袖
、
染
物
、
鏡
、
手

箱
等
シ
ナ
ハ
¥
奉
ル
。
二
位
殿
モ
、
砂
金
百
両
、
巻
絹
百
端
、

馬
三
疋
ヲ
被
ν
引
ケ
ル
也
。
十
二
問
ノ
内
侍
ニ
外
侍
ニ
候
ケ
ル
、

大
名
モ
小
名
モ
、
馬
鞍
、
鷲
羽
、
鷹
羽
、
衣
、
染
物
、
取
寄
々

々
供
養
シ
ケ
レ
パ
、
誠
ニ
一
会
ノ
法
事
ト
ゾ
見
エ
タ
リ
ケ
ル
。

即
仏
師
ヲ
被
ν
召
御
手
ヲ
ツ
ギ
奉
ル
。
鎌
倉
中
ノ
貴
賎
男
女
競

来
テ
、
礼
拝
供
養
ス
ル
事
市
ヲ
ナ
セ
ル
ガ
如
シ
。

信
二
位
殿
宣
ケ
ル
ハ
、
「
都
へ
掃
上
給
ベ
キ
カ
、
鎌
倉
ニ
被
ν
坐

ヨ
カ
シ
。
縦
イ
ヅ
ク
ニ
御
座
候
ト
モ
、
頼
朝
ガ
生
タ
ラ
ン
程
ハ
、

如
何
-
ご
セ
不
レ
可
ν
有
一
一
疎
略
一
」
ト
聞
エ
ケ
レ
パ
、
律
師
ハ
、
「
懸

ル
浮
者
ニ
成
ヌ
レ
パ
、
イ
ヅ
ク
ニ
モ
侍
ベ
ケ
レ
共
、
花
格
ノ
東

山
ナ
ル
所
ニ
、
一
人
ノ
老
母
候
ガ
白
ガ
外
ハ
想
方
ナ
ク
候
へ
パ
、

極
上
度
存
候
。
其
上
静
ナ
ラ
ン
所
ニ
隠
居
シ
テ
、
練
行
ノ
功
ヲ

モ
積
度
侍
り
。
此
事
本
望
ニ
候
へ
パ
」
ト
テ
、
鎌
倉
ヲ
出
給
ケ

リ
。
本
知
行
ノ
領
、
一
所
モ
違
ズ
有
ケ
ル
上
=
、
地
蔵
普
薩
供

養
ノ
布
施
物
ノ
外
、
種
々
ノ
引
出
物
タ
ピ
ケ
リ
。

や
は
り
量
験
需
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
構
成
は
延
慶
本
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
飛
騨
へ
の
配
流
が
決
ま
っ
て
い
た
忠
快
は
、
頼
朝
の

命
に
よ
り
鎌
倉
へ
下
る
。
そ
こ
で
頼
朝
よ
り
、
忠
快
は
地
蔵
を
本
尊

と
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
片
腕
が
折
れ
て
い
る
か
を
尋
ね
ら
れ
る
。
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果
た
し
て
忠
快
の
持
仏
で
あ
る
地
蔵
の
腕
が
折
れ
て
い
た
の
を
見

て
、
頼
朝
は
夢
に
腕
の
折
れ
た
地
蔵
が
現
れ
、
忠
快
の
助
命
を
嘆
願

し
た
こ
と
を
話
す
。
そ
れ
に
対
し
て
忠
快
は
、
西
海
に
て
僧
に
助
け

ら
れ
た
際
、
そ
の
僧
が
左
腕
を
痛
め
た
こ
と
を
語
る
。
そ
し
て
忠
快

は
、
頼
朝
を
は
じ
め
人
々
か
ら
供
養
の
品
々
を
受
け
取
り
、
掃
格
す

る
。
延
慶
本
と
異
な
り
、
忠
快
は
斬
首
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
頼

朝
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
理
由
が
後
で
種
明
か
し
さ
れ
る
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
忠
快
の
本
尊
が
、
延
慶
本
で
は
大
日
で
あ
っ

た
の
が
、
盛
衰
記
で
は
地
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
以
外
で
は
、
『
山
王
絵
調
』
(
以
下
、
絵
詞
と
略

す
る
)
巻
十
第
二
・
三
段
に
も
忠
快
赦
免
曹
が
引
か
れ
て
い
る
。

・
(
前
略
。
忠
快
が
幼
少
時
よ
り
日
吉
の
十
禅
師
に
縁
の
あ
っ

た
こ
と
)
:
・
平
家
一
族
つ
ゐ
に
ほ
ろ
ぴ
て
、
僧
俗
あ
ま
た
生
虜

せ
ら
れ
て
、
鎌
倉
へ
め
し
下
さ
れ
し
時
、
彼
法
印
事
、
源
二
位

の
給
け
る
は
、
「
平
家
の
長
孫
と
し
て
一
門
の
高
僧
と
也
、
秘

教
の
奥
旨
を
究
て
、
調
伏
の
請
祈
を
抽
。
況
や
心
た
け
く
身
す

く
や
か
に
し
て
、
累
祖
の
芸
を
伝
る
也
。
人
ご
と
に
一
門
の
我

執
は
っ
き
ず
、
本
執
宣
胸
の
内
に
あ
ら
む
か
。
子
細
に
お
よ
ぽ

言
き

ず
。
明
日
罪
せ
ら
る
べ
き
」
に
ぞ
定
け
る
。
法
印
を
聞
て
、
先

業
の
む
く
ひ
、
宿
運
の
っ
た
な
き
事
を
恩
へ
ば
、
不
覚
の
涙
お

さ
へ
が
た
し
。
「
抑
我
父
教
盛
卿
、
山
王
の
神
勅
を
蒙
て
、
忠

快
を
十
禅
師
に
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
以
来
、
明
て
も
暮
も
山
王

法
楽
お
こ
た
ら
ず
、
ね
て
も
覚
も
大
師
に
法
施
を
か
ぎ
り
た
て

ま
つ
り
き
。
伝
聞
山
王
ハ
三
千
徒
に
つ
ら
な
る
者
を
ぱ
、
死
が

い
ま
て
も
ま
ぽ
ら
ん
と
誓
給
也
。
其
御
誓
む
な
し
か
ら
ず
は
、

定
は
か
な
き
跡
を
あ
は
れ
み
、
空
し
き
か
ぱ
ね
を
ぞ
、
見
そ
な

は
し
給
ら
ん
ず
ら
む
」
と
、
袖
を
し
ぼ
り
給
ひ
け
る
。
う
つ
っ

と
も
な
く
夢
と
も
な
く
、
猿
一
ひ
き
来
て
、
花
を
一
ふ
さ
袖
に

結
付
と
見
給
け
れ
ば
、
其
花
光
を
は
な
ち
て
、
我
が
身
を
照
と

お
ぼ
え
て
、
根
本
中
堂
と
覚
し
き
所
へ
参
た
れ
ば
、
灯
櫨
の
火
、

跡
突
と
し
て
、
内
陣
に
貴
御
音
を
出
し
て
、
「
我
等
晴
為
現
、

清
浄
光
明
身
」
と
よ
み
給
を
聴
聞
す
る
と
恩
ば
、
夢
覚
ぬ
。
さ

て
か
く
ぞ
恩
つ
づ
け
ら
れ
け
る
。

麓
な
る
日
吉
の
光
さ
し
そ
へ
て
峯
に
か
か
や
く
法
の
と
も

し
火

と
な
む
恩
つ
づ
け
て
、
い
よ
い
よ
山
主
の
威
光
を
貴
び
給
け
り
。

さ
て
其
夜
の
夢
に
、
源
二
位
見
給
け
る
は
、
年
若
き
僧
の
容
体

妙
な
る
が
来
て
の
給
く
、
「
忠
快
は
縁
ふ
か
き
者
也
。
ま
げ
て

我
に
ゆ
る
し
給
ベ
し
。
我
は
是
四
明
天
台
の
守
護
、
一
乗
擁
術

善
神
、
日
吉
十
禅
師
也
。
汝
は
一
人
の
恵
に
誇
て
一
天
に
威
を

施
。
汝
理
世
の
憲
法
を
事
と
せ
り
。
何
ぞ
安
寧
の
本
懐
を
哀
ま

ざ
ら
ん
」
と
示
畢
。
愛
源
二
位
夢
覚
て
、
忠
快
法
印
も
と
へ
申

送
り
け
る
は
、
「
平
家
の
高
僧
と
し
て
、
天
下
を
調
伏
し
給
つ

る
と
聞
あ
る
に
よ
り
て
、
一
門
同
列
の
罪
科
に
行
た
て
ま
つ
る
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ベ
き
に
、
柳
夢
想
の
告
を
蒙
む
る
。
対
面
申
ベ
し
」
と
て
召
請

ぜ
ら
れ
て
、
免
許
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
祈
祷
の
事
を
さ
へ
申
付

ら
れ
け
り
。
早
上
洛
あ
る
べ
し
と
て
、
俊
馬
十
疋
、
砂
金
百
両
、

絹
布
の
類
始
と
し
て
、
園
の
土
産
宿
宿
の
儲
ま
で
、
悉
送
ら
れ

け
り
。
さ
る
程
に
、
聞
及
大
名
等
、
我
も
我
も
と
俸
禄
を
拝
脆

し
美
談
す
。

こ
こ
で
は
忠
快
の
刑
が
執
行
さ
れ
る
前
夜
、
忠
快
の
夢
に
日
吉
山
王

の
使
い
で
あ
る
猿
が
現
れ
、
山
主
の
示
現
を
蒙
る
。
さ
ら
に
頼
朝
は

夢
に
十
禅
師
よ
り
忠
快
の
助
命
を
嘆
願
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
忠
快

は
赦
免
せ
ら
れ
、
多
く
の
品
々
を
賜
っ
て
上
京
す
る
。
忠
快
に
も
夢

想
の
あ
る
点
が
、
延
慶
本
や
盛
衰
記
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
絵
詞
で

は
忠
快
を
守
護
す
る
神
が
日
吉
の
十
禅
師
と
な
っ
て
い
る
。
十
禅
師

は
山
王
七
社
の
一
つ
で
、
院
政
期
頃
よ
り
そ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
十
禅
師
に
つ
い
て
は
様
々
な
本
地
説
が
あ
っ
た
中
で
、
地
蔵
を

本
地
と
す
る
説
が
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
た
王
も
し
た
が
っ
て
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
本
尊
を
地
蔵
と
し
て
い
た
盛
衰
記
と
共
通
し
て

い
る
と
い
え
る
。
忠
快
と
大
目
あ
る
い
は
地
蔵
(
十
禅
師
)
と
の
結

び
つ
き
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
大
目
に
つ
い

て
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
な
台
密
の
学
匠
と
し
て
の
忠
快
像
と
関
わ

る
か
。
地
蔵
(
十
禅
師
)
に
つ
い
て
は
、
『
阿
裟
縛
抄
』
「
山
門
真

言
三
流
事
」
に
、
忠
快
が
地
蔵
(
十
禅
師
)
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
三
作
品
が
、
中
世
に
忠
快
赦
免
需
を
記
録
し
た
代
表
的
な

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
遡
る
忠
快
赦
免
需
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
三
作
品
に
描
か
れ
る
忠
快
赦
免
需
を
中
心
に
検
討
を

し
た
い
。
な
お
、
『
忠
伏
律
師
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
川
鶴
氏
が
検

証
し
た
よ
う
に
、
司
山
王
絵
詞
』
を
依
拠
し
た
上
で
、
『
平
家
物
語
』

の
諸
本
に
共
通
す
る
要
素
や
、
延
慶
本
・
盛
衰
記
の
そ
れ
ぞ
れ
に
の

み
見
ら
れ
る
要
素
を
も
取
り
込
み
つ
つ
、
新
た
な
る
忠
快
の
物
語
を

生
成
し
た
」
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
で
お
く
。

忠
快
赦
免
需
の
形
成

忠
快
赦
免
諦
は
、
い
つ
頃
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

絵
詞
に
は
、
忠
快
赦
免
需
と
は
別
に
、
頼
朝
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら

れ
、
そ
し
て
赦
免
さ
れ
る
と
い
う
話
型
の
説
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

巻
十
四
第
七
段
の
、
仙
昌
法
橋
の
説
話
で
あ
る
。

東
塔
の
南
谷
に
、
仙
昌
法
橋
と
云
者
あ
り
。
関
東
右
幕
下
、
上

洛
し
給
け
る
時
、
囚
人
と
し
て
被
ν
下
に
け
り
。
仙
昌
下
向
の

時
、
門
弟
ど
も
に
申
お
き
け
る
は
、
「
身
に
さ
せ
る
あ
や
ま
り

な
し
と
い
へ
ど
も
、
人
の
た
め
に
謹
せ
ら
れ
て
、
忽
に
本
山
を

離
て
、
今
異
境
に
趣
ぬ
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
。
但
此
地
蔵
尊
は

十
禅
師
御
本
地
と
思
て
、
帰
敬
し
奉
所
也
。
毎
日
の
供
養
努
努

か
く
べ
か
ら
ず
。
設
北
嶺
に
返
ら
ず
し
て
、
永
永
関
東
に
し
づ
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む
と
も
、
後
生
菩
提
に
お
き
て
は
、
な
ど
か
た
す
け
給
は
ざ
ら

む
。
思
お
く
事
也
」
と
て
下
に
け
り
。

門
弟
ど
も
芳
言
を
わ
す
れ
ず
、
信
心
を
致
し
て
香
花
を
備
お
こ

た
ら
ず
。
或
夜
門
弟
等
、
夢
に
一
人
の
僧
来
て
、
「
仙
昌
が
迎

に
関
東
へ
下
向
す
べ
き
よ
し
あ
り
。
然
に
一
方
の
肩
い
た
き
也
」

と
て
、
二
夜
つ
づ
け
て
見
た
り
け
れ
ば
、
覚
て
後
、
椎
帳
の
中

を
開
て
拝
け
る
に
、
古
仏
に
て
お
ほ
し
け
る
が
、
一
方
の
御
肩

す
こ
し
は
な
れ
た
り
。
誠
不
思
議
也
。
さ
て
幾
程
な
く
仙
昌
厚

免
を
か
ふ
む
り
上
格
す
る
に
、
梶
原
平
三
景
時
に
仰
て
、
俸
禄

の
み
な
ら
ず
、
祈
祷
さ
へ
仰
つ
け
ら
れ
て
け
り
。
件
の
本
尊
は

今
に
あ
り
。
妙
光
坊
地
蔵
是
也
。
元
来
此
仙
圏
、
地
蔵
一
体
、

慈
恵
大
師
一
体
を
ぞ
、
毎
日
に
摺
写
供
養
し
奉
り
け
る
。
長
日

の
啓
自
の
こ
と
ば
を
、
証
真
法
印
に
ぞ
あ
つ
ら
へ
た
り
け
る
。

仙
昌
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
仙
昌
が
な
ぜ

頼
朝
(
関
東
右
幕
下
)
に
捕
ら
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
赦
免

さ
れ
た
の
か
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
台
僧
が
頼
朝
に
よ

り
捕
ら
え
ら
れ
る
が
、
赦
免
さ
れ
て
禄
を
賜
り
比
叡
山
に
戻
る
、
と

い
う
話
型
は
、
忠
快
赦
免
爵
と
の
共
通
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
仙
昌
は
地
蔵
{
十
禅
師
)
を
本
尊
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
の
点
も
盛
衰
記
や
絵
詞
の
描
く
、
十
禅
師
の
霊
験
需
で
あ
る
忠
快

赦
免
曹
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
頼
朝
の

夢
想
や
、
助
命
さ
れ
る
場
面
が
な
く
、
頼
朝
に
「
俸
禄
の
み
な
ら
ず
、

祈
祷
さ
へ
仰
つ
け
ら
れ
」
た
こ
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
赦
免
さ
れ

俸
禄
を
賜
っ
た
原
因
と
な
る
霊
験
が
語
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ

の
こ
と
を
絵
調
が
省
筆
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
忠
快
赦
免
需

に
見
ら
れ
る
よ
ヲ
な
霊
験
や
夢
想
は
、
こ
こ
で
は
語
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
仙
昌
赦
免
罪
の
よ
う

な
説
話
を
享
受
す
る
と
き
、
背
景
に
赦
免
の
原
因
と
な
る
何
ら
か
の

霊
験
諦
を
想
定
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
忠
快
も
配
流
の
後
、
幕
府
に
重
用
せ
ら
れ
た
と
い
う
歴
史
的

事
実
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
忠
快
赦
免
謂
は
、
こ
の
仙
昌
赦
免
曹
の

よ
う
な
霊
験
諦
に
、
頼
朝
の
夢
想
や
斬
首
の
場
面
な
ど
が
脚
色
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仙
昌
赦
免
需
が
、
忠
快
赦
免
需

の
一
つ
の
原
型
を
示
す
も
の
と
考
え
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
絵
詞
は
い
つ
頃
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
絵
詞
の

成
立
背
景
に
つ
い
て
は
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
最

も
年
代
の
下
る
説
話
が
、
末
尾
巻
十
四
第
十
三
段
の
E
和
二
年
(
一

三
二
三
)
の
こ
と
と
し
て
い
て
、
こ
の
第
十
三
段
に
は
、
西
圃
寺
公

衡
(
一
二
六
四
1
三
一
二
五
)
の
女
子
広
義
門
院
の
親
王
出
産
の
こ

と
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
『
絵
詞
』
の
成
立
に
は
公
衡

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5
0
ち
な
み
に
、
公

衡
は
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
の
発
願
者
で
も
あ
る
。

ま
た
、
絵
詞
と
同
じ
く
日
吉
山
主
の
霊
験
曹
を
集
成
し
た
作
品
に

『
山
主
利
生
記
』
(
以
下
、
利
生
記
と
略
す
る
)
が
あ
る

5
0
利
生
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記
と
絵
詞
は
、
共
通
す
る
霊
験
曹
を
多
く
含
み
、
深
い
関
係
に
あ
る

こ
と
は
確
か
だ
け
れ
ど
も
二
方
で
説
話
の
順
序
は
大
き
く
異
な
り
、

序
文
に
該
当
す
る
冒
頭
の
本
文
も
異
な
る
な
ど
、
性
格
の
違
い
も
大

き
い
。
利
生
記
も
成
立
年
代
は
定
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
最
も
年

代
の
下
る
説
話
は
、
末
尾
巻
九
第
三
段
の
文
永
元
年
(
一
二
六
四
)

で
あ
り
、
ま
た
巻
三
第
七
段
に
「
か
の
御
位
の
初
(
引
用
者
注
・
後

三
条
天
皇
の
初
、
一

O
六
八
年
)
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
携
に
二
百

年
に
及
ベ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
に
は
成
立
し
た
も
の

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

5
0
こ
の
こ
と
か
ら
、
利
生
記
が
絵
詞
に

先
行
す
る
と
考
え
て
お
い
て
問
題
な
い
と
恩
わ
れ
る
。

さ
て
、
絵
調
に
は
忠
伏
赦
免
謂
と
仙
昌
赦
免
曹
が
引
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
利
生
記
に
は
仙
昌
赦
免
脅
し
か
引
か
れ
て
い
な
い
(
巻

七
第
二
・
三
段
)
。
す
で
に
拙
稿
で
、
仙
昌
赦
免
需
の
末
尾
に
名
前

の
見
ら
れ
る
「
証
真
法
印
」
に
注
目
し
、
十
三
世
紀
初
頭
に
、
仙
昌

赦
免
需
を
含
む
「
原
「
霊
験
記
」
と
な
る
、
日
吉
山
王
の
霊
験
諦
を

集
成
す
る
試
み
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
し
た
Z
も
ま
た
、

一
方
の
忠
快
赦
免
曹
は
、
延
慶
本
や
絵
詞
の
成
立
か
ら
考
え
て
、
十

四
世
紀
初
頭
に
は
現
在
見
る
よ
う
な
形
の
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
即
ち
治

承
・
寿
永
の
内
乱
が
収
ま
っ
て
間
も
な
く
、
仙
昌
赦
免
謂
の
よ
う
な
、

源
氏
に
捕
縛
さ
れ
な
が
ら
も
赦
免
さ
れ
た
者
の
霊
験
需
が
語
り
始
め

ら
れ
、
や
が
て
忠
快
赦
免
爵
の
よ
う
な
物
語
性
を
帯
び
た
も
の
へ
と

展
開
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
延
慶
本
と
絵
詞
の
忠
快
赦
免
需
の
相
違
点
は
、
赦

免
需
が
形
成
さ
れ
始
め
た
頃
に
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ

て
語
ら
れ
て
い
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

延
慶
本
成
立
の
周
辺
に
つ
い
て
、
牧
野
和
夫
氏
は
、
「
延
慶
本
『
平

家
物
語
』
の
形
成
過
程
に
、
鎌
倉
後
期
・
末
期
頃
に
叡
山
と
琵
琶
湖

周
辺
の
天
台
系
寺
院
(
阿
弥
陀
寺
・
安
楽
寺
、
又
比
良
山
系
に
つ
ら

な
る
諸
社
)
を
往
還
し
て
活
動
し
た
「
記
家
」
(
義
源
・
光
宗
等
を

代
表
と
す
る
)
の
学
聞
や
収
集
資
料
(
各
地
の
寺
社
の
縁
起
類
等
)

が
、
直
接
・
間
接
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
な
ら
ば
、
関
与
し
て
い
た

可
能
性
の
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

2
2
こ
こ
に
い
う
、
天

台
の
記
録
・
故
実
を
扱
っ
た
「
記
家
」
を
代
表
す
る
光
宗
に
つ
い
て

は
、
忠
快
か
ら
承
置
、
澄
豪
へ
と
相
承
さ
れ
た
穴
太
流
を
相
承
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
2
=
。
山
門
・
日
吉
で
形
成
さ

れ
始
め
た
で
あ
ろ
う
忠
快
赦
免
需
が
延
慶
本
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
中
世
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
拠
る
と
こ
ろ

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
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四

忠
快
赦
免
詞
の
特
徴

忠
快
赦
免
罪
の
特
徴
を
、
他
の
類
似
す
る
説
話
と
比
べ
て
考
察
し

て
み
た
い
。
量
験
曹
と
い
う
点
か
ら
見
て
み
れ
ば
、
命
を
落
と
す
は



ず
の
者
が
、
日
頃
よ
り
信
仰
し
て
い
る
仏
菩
薩
の
加
護
に
よ
っ
て
命

を
救
わ
れ
る
と
い
う
話
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
と
り
わ
け
、
『
法

華
経
』
の
「
普
門
品
」
{
観
音
経
)
に
「
或
値
怨
賊
遣
、
各
執
刀
加

害
、
念
彼
観
音
力
、
戚
即
起
慈
心
、
或
遭
主
難
苦
、
晦
刑
欲
寿
終
、

念
彼
観
音
力
、
刀
尋
段
段
壊
、
或
囚
禁
柳
鎖
、
手
足
被
極
械
、
念
彼

観
音
力
、
釈
然
得
解
脱
」
等
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
法
華
経
霊
験
諦

や
観
音
量
験
諦
に
、
本
尊
と
す
る
観
音
像
が
身
代
わ
り
と
な
る
と
い

う
説
話
は
多
い
。
例
え
ば
『
法
華
験
記
』
第
百
十
四
で
は
、
捕
ら
え

ら
れ
た
盗
賊
の
う
ち
、
幼
少
よ
り
観
音
経
を
読
ん
で
い
た
者
だ
け
は
、

い
く
ら
矢
で
射
て
・
も
そ
の
身
に
当
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
(
『
今
昔

物
語
集
』
等
に
同
話
が
あ
る
)
。
た
だ
し
、
忠
快
赦
免
諦
は
そ
の
よ

う
に
神
仏
が
身
代
わ
り
と
な
っ
て
命
を
救
う
霊
験
需
で
は
な
い
。
ま

た
一
方
で
、
処
刑
の
直
前
に
助
命
が
叶
う
と
い
う
物
語
も
数
多
い
。

中
で
も
、
忠
快
と
同
様
、
頼
朝
が
助
命
を
許
可
す
る
話
と
し
て
は
、

『
平
家
物
語
』
の
六
代
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
六
代
の
物

語
で
は
、
六
代
と
周
囲
の
武
士
の
心
情
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
て
、

頼
朝
に
E
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
助
命
を
許
可
し
た
の
か
は
描
か

れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
平
家
物
語
』
は
、
六
代
の
延
命
を
長
谷
観
音

の
利
生
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
助
命
が
叶
う
場
面
で

霊
験
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
忠
快
赦
免
曹
と
の
違
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
同
様
に
頼
朝
が
助
命
を
許
可
す
る
物
語
と
し
て
は
、
舞

曲
『
静
』
も
挙
げ
ら
れ
る
。
梶
原
景
時
が
義
経
の
子
を
宿
し
た
静
御

前
の
胎
内
探
し
を
実
行
す
る
間
際
に
、
母
の
禅
師
が
頼
朝
の
奉
書
を

持
っ
て
駆
け
付
け
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
頼
朝
の
動
向
は
描
か
れ
ず
、

ま
た
神
仏
の
霊
験
諦
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。

忠
伏
赦
免
需
と
同
様
に
、
霊
験
罪
で
あ
り
な
が
ら
、
頼
朝
の
動
向

を
描
き
、
ま
た
夢
想
を
描
く
説
話
と
し
て
は
、
長
門
本
『
平
家
物
語
』

巻
第
二
十
が
語
る
主
馬
盛
久
、
あ
る
い
は
延
慶
本
第
六
末
が
語
る
肥

後
守
貞
能
の
説
話
を
あ
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
長
門
本
の
語
る
盛
久
の

説
話
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

壇
ノ
浦
合
戦
後
、
平
家
の
武
土
盛
久
は
、
京
都
に
隠
れ
、
清
水

寺
に
千
日
詣
を
し
な
が
ら
年
月
を
送
っ
て
い
た
が
、
捕
ら
え
ら

れ
、
由
比
浜
で
斬
首
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
盛
久

の
頚
を
打
と
う
と
す
る
と
太
刀
が
折
れ
る
と
い
う
神
変
が
あ

り
、
こ
の
旨
を
頼
朝
に
報
告
す
る
。
す
る
と
頼
朝
の
室
が
、
夢

に
清
水
寺
近
辺
の
僧
と
名
乗
る
者
が
現
れ
、
盛
久
を
赦
免
す
る

よ
う
告
げ
た
と
語
る
。
そ
こ
で
頼
朝
は
盛
久
を
赦
免
し
、
盛
久

は
所
領
も
賜
り
掃
格
し
た
。

こ
の
盛
久
赦
免
謂
は
、
中
世
に
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

っ
た
よ
う
で
さ
ミ
例
え
ば
永
E
十
七
年
(
一
五
二

O
)
頃
成
立
の

『
清
水
寺
縁
起
絵
巻
』
下
巻
第
四
・
五
段
で
は
、
処
刑
の
前
の
晩
に

盛
久
の
夢
に
老
僧
が
現
れ
、
盛
久
を
加
護
す
る
こ
と
を
告
げ
る
。
そ

し
て
や
は
り
処
刑
の
際
に
太
刀
が
折
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
は
「
大

将
殿
聞
召
て
、
『
希
代
の
神
変
也
。
か
〉
る
も
の
と
し
ら
ま
し
か
ば
、
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刑
に
も
及
ま
じ
き
も
の
を
』
と
、
御
感
情
ふ
か
く
て
、
赦
免
蒙
り
極

上
け
る
と
ぞ
」
と
あ
る
の
み
で
、
頼
朝
の
室
の
夢
想
は
描
か
れ
な
い
。

ま
た
、
能
「
盛
久
」
で
は
、
盛
久
は
斬
首
前
に
霊
夢
を
見
、
太
刀
が

折
れ
た
後
に
鎌
倉
で
頼
朝
と
対
面
し
、
「
老
僧
が
『
わ
れ
汝
が
命
に

代
る
ベ
し
』
と
告
げ
た
」
と
の
夢
想
を
語
る
と
、
頼
朝
も
同
じ
夢
想

が
あ
っ
た
と
語
り
、
盛
久
を
赦
免
す
る
。
も
う
一
つ
の
、
延
慶
本
が

語
る
貞
能
諦
も
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
や
は
り
清
水
観
音
の
霊
験

需
で
あ
り
、
話
型
も
盛
久
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
て
、
頼

朝
に
夢
想
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

盛
久
・
貞
能
赦
免
需
は
と
も
に
、
先
に
引
い
た
「
普
門
品
」
の
「
念

彼
観
音
力
、
万
尋
段
段
壌
」
の
備
の
功
徳
を
説
く
観
音
霊
験
需
で
あ

る
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
頼
朝
(
も
し
く
は
そ
の
室
)
に

夢
想
の
あ
る
こ
と
が
、
前
掲
の
『
法
華
験
記
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
な

従
来
の
量
験
諦
に
比
べ
て
特
徴
的
と
言
え
よ
う
。
観
音
の
霊
験
が
、

太
刀
の
折
れ
る
こ
と
の
み
で
な
く
、
裁
く
立
場
に
あ
る
頼
朝
に
赦
免

を
乞
う
形
と
な
っ
て
も
表
れ
て
い
る
。

さ
て
、
再
び
忠
快
赦
免
爵
に
戻
る
と
、
捕
ら
わ
れ
た
平
家
方
の
者

の
処
分
が
決
ま
り
な
が
ら
、
頼
朝
に
夢
想
が
あ
り
赦
免
さ
れ
る
と
い

う
点
で
、
盛
久
・
貞
能
赦
免
曹
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
関
東
に
鎌
倉
幕
府
と
い
う
新
た
な
政
権
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、

信
仰
す
る
神
仏
に
よ
る
加
護
と
い
う
従
来
の
霊
験
曹
の
枠
組
み
に
、

頼
朝
と
い
う
権
力
者
が
絡
ん
で
い
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
赦
免
謂
は
共

通
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
頼
朝
の
寛
容
さ
を
描
い
て
い
る
点
は
注

目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
赦
免
諦
も
、
頼
朝
の
信
仰
心
、
中
で
も
忠
快

赦
免
諦
で
は
忠
快
に
帰
依
す
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
し
、
盛
久
・

忠
快
赦
免
諦
で
は
、
所
領
や
引
出
物
ま
で
賜
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

説
話
の
主
題
が
、
神
仏
の
霊
験
と
と
も
に
、
頼
朝
の
寛
容
さ
や
信
仰

心
を
描
き
出
す
こ
と
に
も
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
神
仏

を
信
仰
し
帰
依
す
る
姿
を
描
く
こ
と
は
、
頼
朝
に
対
す
る
神
仏
の
絶

対
的
な
優
位
を
描
く
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
一
方
で
頼
朝
の
理
想

的
な
為
政
者
と
し
て
の
姿
を
描
く
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
盛
衰
記

の
忠
快
赦
免
諦
で
は
、
頼
朝
が
忠
快
に
斬
首
を
命
じ
る
こ
と
な
く
鎌

倉
へ
召
し
て
い
た
の
も
、
そ
う
い
っ
た
頼
朝
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
い
ず
れ
の
赦
免
需
で
も
、
配
流
や
斬

首
が
決
定
し
た
と
し
て
も
、
頼
朝
の
判
断
自
体
は
誤
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
批
判
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
処
分
を
思
い
止
ま
ら
せ

る
神
仏
の
霊
験
と
、
思
い
止
ま
る
頼
朝
の
信
仰
心
・
寛
容
さ
、
こ
の

両
者
に
よ
っ
て
赦
免
は
実
現
す
る
。

そ
の
上
で
相
違
点
と
し
て
、
忠
快
赦
免
詞
が
観
音
霊
験
膏
で
は
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
忠
快

赦
免
罪
に
は
処
刑
の
場
で
刀
が
折
れ
る
よ
う
な
霊
験
は
な
く
、
夢
想

の
あ
っ
た
頼
朝
の
命
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
助
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
改
め
て
、
延
慶
本
、
盛
衰
記
、
絵
詞
、
そ
れ
ぞ
れ
の

頼
朝
の
夢
相
を
確
認
す
る
と
、
延
慶
本
で
は
、
大
日
知
来
が
頼
朝
の
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「
頚
ヲ
打
ド
ツ
カ
へ
テ
、
片
方
ノ
御
足
ニ
テ
ハ
胸
ヲ
フ
マ
へ
」
て
、

「
忠
快
ガ
頚
ヲ
切
程
ナ
ラ
パ
、
只
今
汝
ヲ
パ
ツ
キ
殺
ム
ズ
ル
ゾ
」
と

迫
り
、
頼
朝
は
「
肋
サ
セ
給
候
へ
。
忠
快
ヲ
パ
宥
シ
候
ハ
ン
」
と
懇

願
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
盛
衰
記
で
は
、
地
蔵
は
頼
朝
に
「
律

師
忠
快
ト
申
ヲ
パ
、
此
僧
ニ
免
シ
給
へ
カ
シ
。
年
来
探
タ
我
ヲ
相
湿

メ
ル
僧
=
侍
。
不
便
ニ
覚
ユ
」
と
懇
願
し
、
絵
詞
で
も
「
忠
快
は
縁

ふ
か
き
者
也
。
ま
げ
て
我
に
ゆ
る
し
給
ベ
し
」
と
同
様
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
頼
朝
に
助
命
を
願
う
こ
と
で
赦
免
が
実
現
し
て
い
る
が
、
と

り
わ
け
盛
衰
記
・
絵
調
で
、
地
蔵
(
十
禅
師
}
が
頼
朝
に
懇
願
す
る

様
子
は
、
頼
朝
の
許
可
な
く
し
て
は
忠
快
の
助
命
・
赦
免
も
叶
わ
な

い
こ
と
が
一
軍
さ
れ
て
い
る
。
助
命
は
神
仏
に
よ
っ
て
直
接
に
は
行
わ

れ
ず
、
頼
朝
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
叶
う
こ
と
に
特
徴
が
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
延
慶
本
に
お
け
る
大
日
如
来
は
、
頼
朝
を
脅
迫

ま
で
し
て
助
命
を
迫
る
よ
う
に
、
神
仏
の
威
厳
は
保
た
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
は
先
に
触
れ
た
よ
う
に
頼
朝
の
寛

容
さ
と
信
仰
心
を
描
き
出
し
て
い
る
。
信
仰
す
る
神
仏
が
相
手
に
働

き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
分
を
免
れ
る
と
い
う
霊
験
曹
は
他
に

も
あ
る
け
れ
ど
も
こ
呂
、
こ
の
よ
う
に
助
命
の
権
限
を
握
る
頼
朝
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
人
物
像
を
具
体
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
は
注
目

し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

中
世
文
芸
に
お
け
る
頼
朝
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
注
目
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
山
下
宏
明
氏
は
、
北
条
氏
は
「
そ
の

特
権
を
維
持
す
る
た
め
に
、
将
軍
の
祖
と
し
て
の
頼
朝
を
神
格
化
し
、

幕
府
存
続
の
要
と
し
」
た
の
で
あ
り
、
「
こ
の
頼
朝
像
が
南
北
朝
時

代
か
ら
室
町
時
代
を
と
お
し
て
芸
能
ゃ
い
く
さ
物
語
に
大
き
な
位
置

を
占
め
る
こ
と
に
」
な
っ
た
と
指
摘
す
る

2
E
忠
快
や
盛
久
・
貞

能
の
赦
免
諦
に
お
け
る
頼
朝
像
も
、
こ
の
よ
う
-
な
中
世
文
芸
に
お
け

る
頼
朝
の
位
置
づ
け
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
忠
快
赦

免
需
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
山
門
と
幕
府
と
の
関
係
も
、
併
せ
て
背

後
に
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
の
山
門
と
幕
府
は
微

妙
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
馨
氏

は
、
幕
府
と
延
暦
寺
と
の
聞
に
対
立
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

「
緊
迫
し
た
敵
対
関
係
は
、
頼
朝
の
時
か
ら
一
分
の
寸
断
も
な
く
、

時
頼
の
時
期
ま
で
連
綿
と
続
」
い
て
い
た
と
し
た
【
一
事
。
こ
れ
に
対

し
て
平
雅
行
氏
は
、
両
者
に
「
対
立
的
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
」

と
し
な
が
ら
も
、
「
そ
れ
以
上
に
両
者
が
日
常
的
な
協
調
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
竺
さ
。

そ
う
い
っ
た
両
者
の
関
係
が
、
説
話
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
指
摘

す
る
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
盛
衰
記
・
絵

詞
に
お
け
る
頼
朝
の
夢
想
の
描
き
方
に
は
、
幕
府
に
対
す
る
遠
慮
の

よ
う
な
も
の
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
絵
詞
に
つ
い
て
は
、
そ

の
成
立
に
、
山
門
・
日
吉
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
延
慶
本
の
よ
う
な
赦
免
曹
が
形
成
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
絵
詞

は
幕
府
に
十
分
回
慮
し
た
赦
免
詞
を
収
録
、
あ
る
い
は
制
作
し
た
こ
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と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
絵
調
の
成
立
に
西
国
寺
公
衡
が
関
わ
っ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
酉
園
寺
家
は
幕
府
と
関
わ
り
が
深
く
、
公
武
聞
の
連

絡
係
で
あ
る
関
東
申
次
の
任
に
代
々
当
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
絵

調
作
成
に
お
い
て
忠
快
赦
免
諦
の
幕
府
側
の
描
写
に
配
慮
し
た
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

推
測
を
重
ね
た
が
、
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
鎌
倉
幕
府
と
い
う
新

た
な
政
権
誕
生
に
よ
り
生
ま
れ
た
忠
快
赦
免
需
は
、
忠
快
の
本
尊
と

す
る
神
仏
の
霊
験
諦
で
あ
る
と
同
時
に
、
半
ば
神
格
化
さ
れ
た
頼
朝

の
権
力
と
寛
容
さ
を
描
く
説
話
で
あ
り
、
ま
た
神
仏
が
頼
朝
に
依
頼

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
忠
快
の
赦
免
が
成
り
立
つ
も
の
と
言

え
る
。

五

忠
伏
赦
免
諦
の
話
型
の
周
辺

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
忠
快
赦
免
需
の
話
型
は
、
特
殊
な
も
の

で
は
な
い
。
同
じ
話
型
と
呼
ぶ
べ
き
説
話
を
、
山
門
・
日
吉
と
幕
府

の
関
係
に
し
ぼ
っ
て
二
例
挙
げ
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
、
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
(
一
二
二
一
)
閏
十
月
二
十
九

日
条
で
あ
る
。

廿
九
日
己
酉
。
日
吉
禰
宜
祝
部
成
茂
、
今
度
依
ν有
二
叛
逆
与
同

之
疑
一
、
雌
ν
招
ニ
下
関
東
一
。
蒙
二
免
許
一
帰
洛
畢
。
付
ニ
伊
賀
次

郎
左
衛
門
尉
光
宗
一
、
送
ニ
賀
札
於
右
京
兆
一
。
其
状
今
日
到
ニ
着

鎌
倉
一
。
且
喜
ニ
厚
免
一
、
且
可
ν
祈
ニ
武
家
遠
長
一
之
旨
、
載
ν
之

云
云
。
是
為
一
一
筑
後
左
衛
門
尉
知
重
預
一
ν
之
。
囚
人
出
一
社
頭
一

之
後
、
起
居
合
一
愁
緒
一
、
朝
暮
凝
ニ
祈
念
一
。
剰
向
ニ
七
社
方
一
、

詠
二
一
首
歌
一
。

ス
テ
ハ
テ
ズ
塵
ニ
マ
ジ
ハ
ル
影
ソ
ハ
マ
神
モ
旅
ネ
ノ
床
ヤ

露
ケ
キ

下
一
一
一
着
子
関
東
一
之
翌
日
、
入
ν
夜
、
右
京
兆
室
夢
想
。
猿
一
来
二

干
座
傍
一
、
被
ν
付
一
訣
鎖
一
也
。
取
一
主
家
之
髪
一
、
纏
ニ
左
右
手
一
、

太
有
二
念
怒
之
気
一
。
覚
之
後
、
心
神
為
一
一
桐
然
一
。
猶
知
ν
夢。

則
以
二
女
房
一
、
示
ニ
合
大
官
令
禅
問
一
、
々
々
殊
驚
騒
云
、
須
ν

被
レ
免
一
一
成
茂
罪
過
一
敗
。
神
道
事
、
更
匪
二
人
力
之
可
一
レ
競
也
者
。

京
兆
夫
婦
共
、
仰
ニ
詰
一
日
吉
神
一
。
早
還
二
本
社
一
、
可
レ
従
二
神
事
一
。

且
今
夜
中
、
可
二
進
発
一
之
曲
、
相
二
一
触
成
茂
一
旨
、
下
知
重
々
之

上
、
所
レ
遺
二
鵠
物
等
一
也
。

勅
撰
集
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
日
吉
禰
宜
の
祝
部
成
茂
(
一
一

八

0
1
一
二
五
四
)
は
、
承
久
の
乱
後
、
お
そ
ら
く
後
鳥
羽
院
と
の

関
わ
り
か
ら
「
叛
逆
与
同
之
疑
」
が
懸
け
ら
れ
、
関
東
に
下
っ
た
。

関
東
に
着
い
た
夜
、
執
権
北
条
義
時
(
右
京
兆
)
の
室
の
夢
に
、
鉄

鎖
に
繋
が
れ
た
猿
が
現
れ
、
念
怒
の
形
相
で
室
の
髪
を
掴
む
。
大
江

広
一
耳
(
大
官
令
禅
門
)
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
成
茂
の
罪
を
許
す
こ
と

を
進
言
し
、
義
時
夫
妻
、
も
日
吉
明
神
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
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成
茂
を
赦
免
し
た
と
い
う
。
源
平
の
争
乱
か
ら
承
久
の
乱
に
舞
台
を

移
し
て
い
る
だ
け
で
、
説
話
の
枠
組
み
は
忠
快
赦
免
需
と
同
じ
で
あ

る
2

主
た
だ
し
大
日
や
十
禅
師
の
よ
う
に
特
定
の
神
仏
の
霊
験
で

は
な
く
、
広
く
山
主
権
現
の
霊
験
を
説
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
著
名
な
説
話
な
が
ら
、
『
太
平
記
』
巻
二
「
二
一
人
僧
徒

関
東
下
向
事
」
の
恵
鎮
の
霊
験
謂
も
同
じ
話
型
の
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

円
観
上
人
ト
申
ハ
、
元
ハ
山
徒
=
テ
御
坐
ケ
ル
ガ
、
顕
密
両
宗

ノ
才
、
一
山
ニ
光
有
力
ト
疑
ハ
レ
、
智
行
兼
備
ノ
誉
レ
、
諸
寺

ニ
人
無
ガ
如
シ
。
・
:
{
中
略
}
・
:
此
上
ハ
何
ノ
疑
カ
有
ベ
キ
ナ

レ
共
、
同
罪
ノ
人
ナ
レ
パ
、
閤
ベ
キ
ニ
非
ズ
。
円
観
上
人
ヲ
モ

明
日
間
奉
ル
ベ
キ
評
定
ア
リ
ケ
ル
。
其
夜
相
模
入
道
ノ
夢
=
、

比
叡
山
ノ
東
坂
本
ヨ
リ
、
猿
共
二
三
千
群
来
テ
、
此
上
人
ヲ
守

護
シ
奉
ル
体
ニ
テ
、
並
居
夕
日
ト
見
給
フ
。
夢
ノ
告
只
事
ナ
ラ

ズ
ト
思
ハ
レ
ケ
レ
パ
、
未
明
ニ
預
人
ノ
許
へ
使
者
ヲ
遺
シ
、
「
上

人
敬
問
ノ
事
暫
タ
閣
ベ
シ
。
」
ト
被
二
下
知
一
処
ニ
、
預
人
遮
テ

相
模
入
道
ノ
方
ニ
来
テ
申
ケ
ル
ハ
、
「
上
人
敬
問
ノ
事
、
此
暁

既
其
沙
汰
ヲ
致
候
ハ
ン
為
=
、
上
人
ノ
御
方
へ
参
テ
候
ヘ
パ
、

燭
ヲ
挑
テ
観
法
定
坐
セ
ラ
レ
テ
候
。
其
御
影
後
ノ
障
子
ニ
移
テ
、

不
動
明
主
ノ
貌
ニ
見
サ
セ
給
候
ツ
ル
閥
、
鷲
キ
存
テ
、
先
事
ノ

子
細
ヲ
申
入
ン
為
ニ
、
参
テ
候
也
。
」
ト
ゾ
申
ケ
ル
。
夢
想
ト

云
、
示
現
ト
云
、
只
人
ニ
ア
ラ
ズ
ト
テ
、
撤
間
ノ
沙
汰
ヲ
止
ラ

レ
ケ
リ
。

北
条
氏
調
伏
の
こ
と
が
幕
府
に
漏
れ
た
た
め
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
帰

依
を
受
け
て
い
た
恵
鎮
(
円
観
上
人
)
ら
が
六
波
掃
に
捕
ら
え
ら
れ
、

関
東
に
下
る
。
恵
鎮
の
拷
聞
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
北
条

高
時
(
相
模
入
道
)
の
夢
に
、
比
叡
山
よ
り
二
三
干
の
猿
が
集
ま
り
、

恵
鎮
を
守
護
す
る
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
驚
い
た
高
時
は
恵
鎮
の
拷

聞
を
思
い
止
ま
る
。
こ
こ
で
は
恵
鎮
の
影
が
不
動
明
王
に
見
え
た
と

い
う
霊
異
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
忠
快
赦
免
曹
と

同
じ
話
型
に
属
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
二
話

に
は
、
忠
快
赦
免
諦
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
頼
朝
の
信
仰
心
・
寛
容
さ

に
見
合
う
よ
う
な
も
の
は
楢
か
れ
て
い
な
い
。
し
い
て
言
え
ば
、
成

茂
の
説
話
の
「
京
兆
夫
婦
共
、
仰
二
信
日
吉
神
一
」
が
、
義
時
夫
妻
の

信
仰
心
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
、
承
久
の
乱
、
後
醍
醐
の
倒

幕
計
画
と
、
争
乱
の
た
び
に
、
同
様
の
霊
験
謂
が
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
興
味
深
い
。
も
っ
と
も
、
忠
快
赦
免
需
の
形
成
が
十
四
世
紀
初

頭
頃
か
と
推
測
し
た
こ
と
と
、
い
ず
れ
も
諸
説
あ
る
も
の
の
『
吾
妻

鏡
』
『
太
平
記
』
の
成
立
年
代
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
赦
免
曹

の
形
成
時
期
は
、
互
い
に
さ
ほ
ど
隔
た
り
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
お
そ
ら
く
は
鎌
倉
時
代
の
末
期
に
、
こ
の
よ
う
な
話
型
の
赦
免

罪
が
い
く
つ
も
生
み
出
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
忠
快
赦
免
曹
の

話
型
は
、
朝
廷
と
深
く
関
わ
り
続
け
た
山
門
・
日
吉
に
あ
っ
て
、
関
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東
の
武
家
政
権
と
の
札
機
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
忠
快
赦
免
需
は
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、

忠
快
に
対
す
る
神
仏
の
加
護
の
み
な
ら
ず
、
頼
朝
の
寛
容
さ
・
信
仰

心
を
描
き
出
す
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。

〈注〉
(
一
)
川
鶴
進
一
「
忠
快
曹
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
|
『
忠
快
樟
師
鞠
語
』
を

中
心
に
」
(
「
説
話
文
学
研
究
」

M
、
一
九
九
九
・
宜
)
。

(
二
)
辻
本
恭
子
「
『
源
平
盛
衰
記
』
の
忠
快
赦
免
謂
」
(
『
軍
記
物
語
の
窓
』

第
三
集
、
情
文
堂
、
一
一

O
O七)。

(
一
一
一
)
日
下
力
『
平
家
物
語
の
誕
生
』
(
岩
波
書
府
、
三

O
O
ニ。

(
囚
)
速
水
惰
「
鎌
倉
政
権
と
台
密
修
法
|
忠
快
・
隆
弁
を
中
心
と
し
て
」

『
中
世
日
本
の
諸
相
下
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
)
。

(
五
)
『
山
家
要
略
記
』
等
。
前
掲
注
二
辻
本
論
文
で
も
、
本
地
地
蔵
説
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
な
お
、
拙

稿
コ
山
王
霊
験
記
」
形
成
の
一
端
上
宝
地
房
証
真
を
中
心
と
し
て
」

(
「
説
話
文
学
研
究
」
朝
、
二

O
O八
・
七
)
で
も
十
禅
師
の
本
地
説

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

(
さ
近
藤
喜
博
「
山
王
霊
験
記
と
そ
の
成
立
年
代
」
(
「
国
華
」

m
・初、

一
九
五
六
・
六
/
七
〕
、
下
坂
守
「
『
山
王
霊
験
記
』
の
成
立
と
改
変
」

(
京
都
国
立
博
物
館
「
学
叢
」
口
、
一
九
八
九
二
三
}
。

(
七
}
諸
本
に
よ
り
名
称
が
様
々
で
あ
る
が
、
「
山
王
利
生
記
」
で
統
一
す

る
。
諸
本
に
つ
い
て
は
、
田
嶋
一
夫
「
山
王
利
生
記
成
立
考
」
(
説
話

の
講
座
富
話
集
の
世
界
E
』
一
九
九
二
一
)
に
詳
し
い
。

{
人
)
前
掲
注
六
番
照
。

{
九
)
前
掲
注
五
番
照
。

{一

O
)
牧
野
和
夫
「
孔
子
町
頭
町
凹
み
具
合
と
玉
(
六
)
調
子
等
を
素
材
に

し
た
二
、
三
の
問
題
」
{
『
中
世
の
説
話
と
学
問
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
)
。

(
一
一
)
記
家
や
光
宗
、
ま
た
光
宗
の
相
草
に
つ
い
て
は
、
田
中
貴
子
『
『
渓

嵐
拾
葉
集
』
の
世
界
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
三

O
O一
一
一
)
等
書
照
。

酉
山
流
を
聞
い
た
澄
豪
に
つ
い
て
は
、
牧
野
和
夫
氏
が
「
常
謹
撰
『
地

蔵
菩
薩
霊
験
記
』
和
訳
絵
詞
、
そ
の
他
」
(
「
実
践
女
子
大
学
文
学
部

紀
要
」
担
、
一
九
九
一
一
一
一
)
で
、
「
大
き
く
は
小
川
流
(
引
用
者
注

・
忠
快
が
聞
い
た
流
派
)
に
属
す
る
酉
山
流
が
「
地
蔵
菩
薩
」
に
深

甚
な
縁
由
を
結
ぶ
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
、
地
蔵
霊
験
脅

し
と
し
て
の
忠
快
赦
免
置
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
や
は
り

澄
豪
か
ら
穴
式
流
を
相
承
し
、
光
宗
と
も
交
流
の
あ
っ
た
恵
鎮
に
は
、

第
五
章
で
触
れ
る
よ
う
に
、
忠
快
赦
免
罪
と
同
型
の
説
話
が
あ
る
。

(
一
一
一
)
盛
久
赦
免
習
の
比
較
、
ま
た
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
川
鶴
進
一

「
畏
門
本
『
平
家
物
語
』
の
盛
久
観
音
利
生
曹
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
軍

記
物
語
の
系
譜
と
展
開
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
)
、
田
口
和
夫
「
盛

久
説
話
の
系
譜
能
〈
盛
久
〉
の
視
点
か
ら
」
(
『
長
門
本
平
家
物

語
の
総
合
研
究
第
3
審
・
論
究
編
』
勉
誠
社
、
三

0
0
0
)
な
ど

に
蛙
叶
し
い
。
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(
二
ニ
}
絵
調
よ
り
一
例
挙
げ
て
お
く
と
、
巻
困
第
四
宜
段
(
利
生
記
で

は
巻
三
第
二
了
四
段
)
の
大
東
騒
動
の
張
本
と
さ
れ
た
皇
慶
・
頼
寿

.
良
円
の
説
話
な
ど
が
あ
る
。

(
一
回
}
山
下
宏
明
『
い
く
さ
鞠
語
と
源
氏
将
軍
』
(
二
一
弥
井
書
居
、
二

O

O
三
)
。
ま
た
佐
伯
真
一
「
源
頼
朝
と
軍
記
・
説
話
・
鞠
畳
間
」
(
『
空
家

物
語
遡
源
』
若
草
書
一
一
房
、
一
九
九
六
)
で
は
、
中
世
瓦
葺
に
お
い
て

は
、
頼
朝
に
繊
ぼ
さ
れ
た
者
連
へ
の
鎮
魂
を
描
く
一
方
で
、
頼
朝
の

体
制
を
認
め
、
そ
の
体
制
を
寿
ぐ
構
造
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

(
一
五
)
佐
々
木
馨
『
中
世
国
家
の
宗
教
構
造
|
体
制
仏
教
と
体
制
外
仏
教

の
相
魁
|
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
人
)
。

(
一
六
)
平
雅
行
「
鎌
倉
仏
教
諭
」
(
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
8
巻
、
一

九
九
四
)
。

(
一
七
)
こ
の
成
茂
の
詠
ん
だ
「
す
て
は
て
ず
」
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
『
続

桂
撰
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
他
に
、
絵
詞
巻
七
第
七
話
の
末
尾
に
も
、

成
茂
宿
禰
、
罪
な
く
し
て
鎌
倉
へ
め
し
下
さ
れ
け
る
道
に
て
、

神
も
旅
ね
の
床
や
露
け
き
、
と
詠
け
る
も
恩
合
ら
れ
て
貴
こ
そ

お
ぽ
ゆ
れ
。

と
あ
る
。

※
引
用
は
次
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
適
宜
濁
点
・
句
読
点

を
付
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
。

延
慶
本
i
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
、
盛
衰
記
i
慶
畏
古
活
字
本
(
勉

誠
社
)
、
絵
調
続
天
台
宗
全
書
神
道
l
、
吾
妻
鏡
新
訂
増
補
圃
史

大
系
、
太
平
記
i
日
本
古
典
文
学
大
系
(
太
平
記
の
引
用
箇
粛
に
つ
い
て

は
諸
本
で
の
大
き
な
具
聞
は
な
い
)
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し
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ま
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摂
南
大
学
講
師
}


